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を
図
る
た
め
、
肥
料
の
価
格
高
騰
分
の

一
部
に
対
し
て
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

す
べ
て
の
農
業
者
を
対
象
者
と
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
補
助
金

支
払
い
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

事
業
主
体
は
長
門
地
域
農
業
再
生

協
議
会
で
、
事
務
局
は
Ｊ
Ａ
と
な

る
。
事
業
主
体
が
行
う
補
助
金
交
付
申

請
に
対
し
て
市
が
交
付
決
定
を
行
い
、

交
付
決
定
後
、
農
業
者
が
同
協
議
会
へ

補
助
金
交
付
申
請
を
行
い
、
補
助
金
が

支
払
わ
れ
る
形
と
な
る
。
申
請
書
類
の

簡
素
化
を
図
る
た
め
、
本
補
助
金
は
県

事
業
の
肥
料
価
格
高
騰
対
策
支
援
事
業

の
上
乗
せ
補
助
と
い
う
形
に
し
て
お
り
、

農
業
者
か
ら
の
申
請
受
付
開
始
は
、
県

物
価
高
騰
が
続
い
た
場
合
の
事
業

の
継
続
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

今
後
は
改
め
て
物
価
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
、
賄
材
料
費
の
増
額
や

そ
れ
に
伴
う
財
源
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。
随
時
、
必
要
な
額
を
算
定
す
る

と
と
も
に
、
物
価
の
動
向
や
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
事
業
の
項
目

は
国
が
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
事

業
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
対
象
者
が
就

学
前
児
童
及
び
小
学
生
の
年
齢
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
年
代
の
児
童

の
保
護
者
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
。

長門市議会だより　2023.11.1 ２

９月
定例会

　９月定例会を９月８日（金）から９月 29 日（金）
までの 22 日間の会期で開きました。総額５億
2,620 万 9,000 円の一般会計補正予算（第７号、
第８号）をはじめとした 19 議案の審査を行い、
すべての議案を原案のとおり可決・認定・承認・
適任としました。

補正予算総額
 ５億 2,620 万 9,000 円

一般会計
補正予算

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き

策
定
さ
れ
た
第
２
期
長
門
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
５
カ
年
）
が

令
和
６
年
度
末
で
期
間
満
了
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
計
画
更
新
の
た
め
の
経
費

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

業
者
に
委
託
す
る
計
画
策
定
に
向

け
た
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て
、
調

査
方
法
は
住
民
基
本
台
帳
か
ら
就
学
前

児
童
及
び
小
学
生
の
保
護
者
を
無
作
為

に
抽
出
し
て
調
査
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

中
学
生
、
高
校
生
の
保
護
者
が
調
査
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

問 子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
策
定
事
業

２
９
５
万
円

答
　

学
校
給
食
材
料
費
の
価
格
高
騰
が
依

然
と
し
て
続
い
て
い
る
中
、
給
食
の
質

を
維
持
す
る
た
め
に
は
給
食
費
の
さ
ら

な
る
値
上
げ
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
り
、
子
育
て
世
帯
の
生
活
支
援
の
た

め
、
価
格
高
騰
分
に
つ
い
て
公
費
に
よ

り
補
て
ん
し
、
令
和
５
年
度
分
の
給
食

費
を
据
え
置
く
も
の
で
す
。

問答

学
校
給
食
物
価
高
騰
対
策
事
業

２
４
１
万
円

　

肥
料
を
は
じ
め
と
す
る
生
産
資
材
価

格
が
高
騰
す
る
中
、
堆
肥
の
利
用
な
ど

に
よ
り
化
学
肥
料
の
使
用
量
低
減
に
取

り
組
む
農
業
者
の
経
営
の
安
定
と
継
続

問答

肥
料
等
高
騰
対
策
事
業２

０
６
２
万
円

予 算 決 算 委 員 会
　一般会計補正予算（第７号）については予算決
算委員会で審査を行いました。
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急
速
に
進
展
す
る
人
口
減
少
や
激

変
す
る
社
会
経
済
情
勢
等
の
影
響
に

よ
っ
て
、
全
国
的
に
人
材
獲
得
競
争

が
激
化
し
て
お
り
、
本
市
の
職
員
採

用
試
験
の
応
募
者
が
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ

た
一
般
管
理
費
の
職
員
採
用
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
強
化
事
業
180
万
２
０
０
０

円
は
、
外
部
の
知
見
を
得
て
様
々
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
を
製
作

し
、
本
市
の
魅
力
や
本
市
で
働
く
こ

と
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、

職
員
採
用
試
験
へ
の
受
験
者
増
加
に

つ
な
げ
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
を
図

る
も
の
で
す
。

　

本
市
に
お
け
る
上
級
行
政
職
の
職

員
採
用
試
験
の
応
募
者
及
び
受
験
者

の
推
移
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度

は
応
募
者
19
名
、受
験
者
12
名
と
な
っ

て
お
り
、
令
和
４
年
度
は
応
募
者
８

名
、
受
験
者
７
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
で
は
、
土
木
技
術
職
、
建

築
技
術
職
及
び
保
健
師
等
の
資
格
職

の
確
保
が
特
に
困
難
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

未
払
い
と
な
っ
て
い
る
令
和
５
年
１

月
か
ら
３
月
ま
で
の
肥
育
素
牛
購
入
に

係
る
補
助
金
（
４
生
産
者
、
計
18
頭
分
）

を
交
付
す
る
た
め
の
予
算
を
計
上
す
る

も
の
で
す
。

支
払
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

９
月
29
日
に
原
案
の
と
お
り
議
決

さ
れ
れ
ば
、
同
日
付
で
交
付
決
定

を
行
い
、
速
や
か
に
支
払
い
事
務
に
取

り
か
か
り
た
い
。

未
払
い
発
覚
後
、
畜
産
農
家
に
い

ち
早
く
支
払
い
を
す
る
た
め
に
当

事
業
の
令
和
５
年
度
分
予
算
か
ら
支
払

う
と
い
う
選
択
を
せ
ず
、
補
正
予
算
と

し
て
計
上
し
、
議
会
の
議
決
を
待
っ
て

か
ら
支
払
い
を
行
う
と
い
う
点
に
つ
い

て
の
見
解
を
尋
ね
る
。

令
和
５
年
度
の
事
業
費
と
し
て
は

400
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

あ
く
ま
で
も
令
和
５
年
度
の
予
算
で
あ

り
、
未
払
い
と
な
っ
た
過
年
度
の
補
助
金

を
支
払
う
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
い

ち
早
く
畜
産
農
家
に
支
払
う
こ
と
も
考

え
た
が
、
未
払
い
と
な
っ
た
畜
産
農
家

を
す
べ
て
訪
ね
、
お
詫
び
と
支
払
い
時

期
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、
補
正
予

算
が
議
決
さ
れ
た
後
に
支
払
う
こ
と
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

問答 肥
育
素
牛
購
入
費
補
助
金

８
０
万
円

問答 の
補
助
額
が
確
定
す
る
令
和
６
年
２
月

以
降
を
予
定
し
て
い
る
。

Pick Up !職員採用プロモーション強化事業
180 万円

問答問答

180
万
円
を
全
額
削
除
の
修
正
案

　

質
疑
が
終
結
し
た
後
、
田
村
大
治

郎
委
員
か
ら
一
般
会
計
補
正
予
算
に

計
上
さ
れ
た
同
事
業
の
180
万
２
０
０

０
円
を
全
額
削
除
す
る
修
正
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
理
由
は
、
日
常
的
に
求
職
者

が
ア
ク
セ
ス
す
る
で
あ
ろ
う
Ｈ
Ｐ
の

充
実
が
ま
ず
は
必
要
で
あ
り
、
紙
媒

体
や
単
発
の
動
画
製
作
だ
け
で
は
、

他
の
自
治
体
と
の
職
員
採
用
に
お
け

る
格
差
が
広
が
る
も
の
と
危
惧
し
、

事
業
の
見
直
し
を
求
め
る
意
味
で
事

業
費
の
削
除
す
る
も
の
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
委
員
長

を
除
く
16
名
の
う
ち
、
賛
成
２
名
の

賛
成
少
数
で
否
決
し
、
原
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
の
補
正
予
算
と
し

て
計
上
し
た
理
由
を
尋
ね
る
。

昨
年
度
の
受
験
者
数
が
著
し
く

減
少
し
た
た
め
、
庁
内
に
人
材

確
保
育
成
等
検
討
チ
ー
ム
を
設
置
し

た
。
そ
の
中
で
ツ
ー
ル
の
必
要
性
に

関
す
る
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
早
急

に
次
年
度
以
降
の
採
用
活
動
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

今
回
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
補
正
計
上
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

業
務
等
委
託
料
180
万
２
０
０
０

円
の
積
算
根
拠
を
尋
ね
る
。

本
市
の
職
員
採
用
に
つ
な
げ
る

た
め
、
募
集
ツ
ー
ル
の
製
作
及

び
募
集
ツ
ー
ル
を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。募
集
ツ
ー

ル
の
内
訳
と
し
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
１
０
０
０
部
50
万
円
、
ポ
ス
タ
ー

100
部
40
万
円
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動

画
70
万
円
を
想
定
し
て
い
る
。

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
内
容
と

し
て
は
、
市
役
所
の
仕
事
を
知
っ
て

も
ら
う
職
場
見
学
ツ
ア
ー
等
を
考
え

て
お
り
、
20
万
２
０
０
０
円
を
想
定

し
て
い
る
。

賛
成
少
数  

で  

否
決

▼

令
和
５
年
度
新
規
採
用
職
員
の
辞
令
交
付
式
に
て
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文教厚生
委員会

▲

議案第 10 号　長門市印鑑条例の一部を改正する条例

多機能端末機から印鑑登録証明書の取得が可能

　議案第 10 号は、電子署名等に係る地方公共団
体情報システム機構の認証業務に関する法律 ( 平
成 14 年法律第 153 号 ) の一部改正に伴い、多機
能端末機による印鑑登録証明書の交付に係る所要
の条文整備を行うものです。
　改正の内容としては、個人番号カード所持者に
ついて、スマートフォン ( 移動端末設備 ) に利用
者証明用電子証明書を「移動端末設備用利用者証
明用電子証明書」として搭載可能となります。コ
ンビニエンスストア等の多機能端末機による印鑑
登録証明書の交付申請について、スマートフォン
( 移動端末設備 ) に記録した利用者証明用電子証
明書を利用する方法を追加するため、長門市印鑑
条例の一部を改正するものです。
　委員会の審査では、委員から「市民への周知」

▲

議案第 13 号　長門市漁港管理条例の一部を改正する条例

野波瀬漁港と小島漁港の合併を進める
総務産業

委員会

　議案第 13 号は、三隅地区の野波瀬漁港と小島
漁港の将来を見据えた持続可能な漁港の整備を継
続して行い、老朽化した施設を健全な状態に保つ
ためにも、国の補助事業を活用した漁港施設の長
寿命化が求められることから、事業採択の要件と
なる登録漁船隻数や年間属地陸揚高等の港勢を保
つために、２つの漁港の合併を進めるにあたり、

■９月定例会議決結果
議案番号 件　　　　名 結果

1 令和５年度長門市一般会計補正予算（第７号） 原案可決
2 令和５年度長門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
3 令和５年度長門市湯本温泉事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
4 令和５年度長門市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
5 令和５年度長門市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
6 令和５年度長門市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
7 令和４年度長門市水道事業剰余金の処分について 原案可決
8 令和４年度長門市水道事業会計決算の認定について 認定
9 令和４年度長門市下水道事業会計決算の認定について 認定
10 長門市印鑑条例の一部を改正する条例 原案可決
11 長門市証明等手数料条例の一部を改正する条例 原案可決
12 長門市公設自動車置場条例の一部を改正する条例 原案可決

議案番号 件　　　　名 結果
13 長門市漁港管理条例の一部を改正する条例 原案可決
14 市の区域内の字の区域の変更について 原案可決
15 長門市営土地改良事業の施行について 原案可決

16 萩・長門清掃一部事務組合の共同処理する事務
及び規約の変更について 原案可決

17 専決処分の承認について（和解及び損害賠償の
額を定めることについて） 承認

18 人権擁護委員候補者の推薦について 適任
19 令和５年度長門市一般会計補正予算（第８号） 原案可決

報告１ 権利の放棄について ―

報告２ 令和４年度決算に基づく健全化判断比率及び資
金不足比率の報告について ―

管理条例の一部を改正するものです。
　委員会の審査では、委員から「合併後の野波瀬
漁港が第 1 種漁港になる理由」について質疑があ
り、執行部から「野波瀬漁港と小島漁港を合併す
るにあたり、現在の港勢と水揚げ高を調査した結
果、合併後は漁港漁場整備法に基づき第 1 種漁港
の指定となる」との答弁がありました。

について質疑があり、執行部から「開始時期が決
まり次第、ホームページ、広報誌への掲載により
お知らせしたい」との答弁がありました。

▲コンビニエンスストアの多機能端末機



５ 2023.11.1　長門市議会だより

令和４年度 水道・下水道事業会計の
決算を認定

主
な
事
業
内
容
は
、
流
量
観

測
、
水
質
調
査
、
地
質
総
合

解
析
、
環
境
調
査
等
の
業
務
委
託

や
県
道
長
門
秋
芳
線
の
道
路
工
事

及
び
橋
梁
の
橋
脚
工
事
と
な
る
。

今
後
の
見
通
し
は
、
付
替
え
道
路

工
事
で
の
切
土
の
実
施
に
あ
た

り
、
硬
い
岩
盤
の
露
出
に
よ
り
作

業
効
率
が
低
下
し
て
お
り
、
工
期

の
延
長
等
に
つ
い
て
協
議
を
し
て

い
る
と
県
か
ら
伺
っ
て
い
る
。

【
事
業
の
成
果
】

　

燃
油
高
騰
等
に
よ
る
煽
り
を
受

け
、
厳
し
い
経
営
状
況
の
中
、
料

金
改
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
一

定
の
経
営
改
善
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
料
金
改
定
分
は
交
付

金
が
活
用
さ
れ
、
令
和
４
年
度
に

限
り
減
免
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
与

え
る
影
響
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

【
今
後
の
課
題
】

　

人
口
減
少
に
比
例
し
、
給
水
人

口
、
有
収
水
量
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
有
収
率
も
80
％
を
割
り
込
み
、

厳
し
い
状
況
が
続
く
と
想
定
さ
れ

ま
す
。
新
技
術
の
試
行
や
導
入
も

視
野
に
入
れ
、
他
市
の
動
向
に
注

視
し
な
が
ら
情
報
収
集
を
行
い
、

効
率
的
な
手
法
を
模
索
及
び
実
践

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
決
算
の
概
要
】

　

水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
、

収
益
的
収
支
は
３
６
２
８
万
１
５

０
３
円
の
純
利
益
を
計
上
し
、
資

本
的
収
支
で
は
、
３
億
６
３
３
１

万
４
７
９
２
円
の
不
足
額
と
な

り
ま
し
た
。
主
な
建
設
改
良
事

業
は
、
湯
本
浄
水
場
に
係
る
機

械
・
電
気
設
備
工
事
等
で
す
。

【
審
査
で
の
着
眼
点
】

給
水
料
金
の
収
納
状
況
及

び
未
収
金
の
回
収
に
つ
い

て
の
見
解
を
問
う
。

現
年
度
分
、
過
年
度
分
を
含

め
た
給
水
料
金
の
収
納
率

は
向
上
し
て
い
る
。
現
年
度
分
の

納
期
内
納
付
を
促
す
こ
と
で
、
新

た
な
滞
納
や
未
収
金
の
繰
越
が
生

じ
な
い
よ
う
努
め
た
こ
と
か
ら
、

相
対
的
に
過
年
度
分
の
収
納
が
減

少
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
未
収
金

の
回
収
は
、
適
時
、
催
告
書
等
に

よ
る
納
付
勧
奨
や
納
付
相
談
を
行

い
確
実
な
納
付
を
求
め
て
い
く
。

「
ダ
ム
負
担
金
」
644
万
円
に

つ
い
て
の
事
業
内
容
及
び

見
通
し
を
問
う
。

【
決
算
の
概
要
】

　

下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
、

収
益
的
収
支
は
差
引
０
円
と
な

り
、
資
本
的
収
支
で
は
、
５
億
４

７
７
２
万
９
１
２
２
円
の
不
足
額

と
な
り
ま
し
た
。
主
な
建
設
改
良

事
業
は
、
東
深
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

耐
震
補
強
・
機
械
・
電
気
設
備
工

事
等
で
す
。

【
審
査
で
の
着
眼
点
】

建
設
改
良
事
業
に
つ
い
て
、

今
後
の
予
定
を
尋
ね
る
。 

下
水
道
施
設
は
古
い
も
の

で
50
年
を
経
過
し
て
お
り
、

施
設
全
体
が
老
朽
化
し
て
い
る
。

現
在
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
に
基
づ
き
既
存
施
設
の
改
築

更
新
を
順
次
進
め
て
お
り
、
マ
ン

ホ
ー
ル
更
生
、
自
家
発
設
備
の
改

築
更
新
を
予
定
し
て
い
る
。

長
門
市
下
水
道
事
業
経
営

戦
略
に
お
い
て
、
今
後
の

料
金
改
定
を
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
下
水
道
使
用
料
の
あ
り
方
に

つ
い
て
問
う
。

令
和
３
年
３
月
に
経
営
戦

略
を
策
定
し
た
が
、
物
価

高
騰
な
ど
社
会
・
経
済
情
勢
が
変

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
内
に

開
催
予
定
の
上
下
水
道
事
業
審
議

会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
経
営
戦

略
で
予
定
し
て
い
る
料
金
改
定
時

期
を
延
期
す
る
か
否
か
の
方
針
を

決
定
次
第
、
正
式
に
お
伝
え
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

仮
に
下
水
道
使
用
料
を
改
定
す

る
場
合
は
、
市
民
生
活
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
か
ら
、
急
に
値
上
げ

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

周
知
期
間
を
設
け
丁
寧
に
説
明
し

た
上
で
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

【
事
業
の
成
果
】

　

不
明
水
調
査
の
実
施
と
修
繕
に

加
え
、
雨
天
時
侵
入
水
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
カ
月
の
間
、
マ
ン
ホ
ー
ル

内
に
カ
メ
ラ
を
数
箇
所
設
置
す
る

こ
と
に
よ
り
、
不
明
水
侵
入
エ
リ

ア
を
効
率
的
に
特
定
で
き
、
早
急

な
修
繕
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

【
今
後
の
課
題
】

　

一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
入
等

に
よ
る
補
て
ん
が
さ
れ
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
人
口
減
少
等
に
伴
う

料
金
収
入
の
減
少
や
、
老
朽
化
に

伴
う
施
設
等
の
更
新
費
用
の
増
大

な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

答 問答 問

　議案第８号及び議案第９号の長門市上下水道事業会計決算の認定については、文教厚
生委員会に議案を付託し、審査を行いました。本会議では委員長から審査の経過と結果
が報告され、議会は上下水道事業会計の決算を認定しました。

問答 令
和
４
年
度

長
門
市
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て  

令
和
４
年
度

長
門
市
下
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

問

答



学
校
給
食
費
無
償
化
の
取
り
組
み
は

市
長
は
８
月
21
日
に
会
見
を
開

き
、
任
期
満
了
に
伴
う
長
門
市
長

選
挙
に
再
選
を
目
指
し
て
立
候
補
す
る

と
表
明
し
た
。
こ
の
中
で
「
切
れ
目
の

な
い
一
貫
し
た
子
育
て
支
援
」
や
「
地

域
経
済
の
活
性
化
」
な
ど
を
掲
げ
て
お

り
、
特
に
子
育
て
支
援
で
は
小
・
中
学

校
の
給
食
費
無
償
化
な
ど
を
示
さ
れ
て

い
る
が
、
財
源
を
含
め
て
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
な
の
か
。

「
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」

と
す
る
た
め
に
は
、
子
育
て
に
か

か
る
経
済
的
支
援
の
強
化
に
取
り
組
む

こ
と
が
急
が
れ
る
。
小
・
中
学
校
の
給

食
費
無
償
化
な
ど
に
つ
い
て
も
、
施
策

の
優
先
順
位
を
改
め
て
見
直
し
、
限
ら

れ
た
財
源
を
再
配
分
す
る
こ
と
で
、
経

済
的
支
援
の
強
化
策
と
し
て
具
体
化
で

き
な
い
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
等
の
復
旧
見
通
し
は

県
内
で
は
梅
雨
前
線
の
影
響
で
６

月
30
日
か
ら
７
月
１
日
に
か
け
て

記
録
的
な
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
こ
の
影

響
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
美
祢
線
や
Ｊ
Ｒ
山
陰
本

線
も
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
復

旧
を
含
む
今
後
の
見
通
し
を
尋
ね
る
。

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
及
び
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線

は
、
通
勤
や
通
学
等
、
市
民
の
日

常
生
活
を
支
え
る
と
と
も
に
、
山
陽
と

山
陰
を
結
ぶ
観
光
利
用
や
２
次
交
通
と

の
結
節
な
ど
、
地
域
経
済
活
動
の
重
要

な
基
盤
で
あ
る
。
現
段
階
に
お
い
て
復

旧
の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
が
、
復

旧
ま
で
の
間
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
代
行
バ

ス
を
運
行
し
て
お
り
、
移
動
手
段
を
確

保
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
被
災
状

況
・
復
旧
方
法
等
の
調
査
・
検
討
を
し

て
お
り
、
そ
の
報
告
が
あ
っ
た
後
、
沿

線
自
治
体
及
び
関
係
団
体
と
今
後
の
見

通
し
も
含
め
協
議
を
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

６

答 問

答
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▼大雨による濁流にのまれ崩落したＪＲ美祢線の線路

 H
A

Y
A

S
H

I T
E

T
S

U
Y

A

　林 哲也
議員

問

の
事
例
と
比
較
し
て
も
極
め
て
低
い
避

難
率
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
防
災
意
識
の

醸
成
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
避
難
情
報
の
発
令
及
び
避

難
所
開
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見

解
を
問
う
。

避
難
情
報
の
発
令
は
、
災
害
の
発

生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
気
象
台

と
の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
で
的
確
な

発
令
判
断
に
つ
な
げ
て
い
く
。
避
難
所

の
開
設
は
、
避
難
情
報
発
令
と
同
時
の

開
設
を
基
本
と
し
、
備
蓄
品
や
提
供
物

資
等
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
避
難
者
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
避
難
所
の
運
営
に

努
め
た
い
。
迅
速
な
避
難
行
動
を
促
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
広

報
に
よ
る
周
知
や
防
災
講
座
等
を
通
じ
、

避
難
の
重
要
性
を
啓
発
し
て
い
く
。

避
難
情
報
・
避
難
所
開
設
は
十
分
か

本
年
も
全
国
各
地
で
大
雨
等
に
よ

る
洪
水
、
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
災

害
が
多
発
し
て
い
る
。
本
市
も
６
月
30

日
、
７
月
８
日
、
10
日
と
立
て
続
け
に

避
難
所
を
開
設
す
る
状
況
に
あ
っ
た
が
、

避
難
情
報
の
発
令
及
び
避
難
所
開
設
の

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

令
和
３
年
に
災
害
対
策
基
本
法
が

改
正
さ
れ
、
避
難
情
報
等
は
５
段

階
の
警
戒
レ
ベ
ル
で
示
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
こ
の
基
準
に
基
づ
き
避

難
情
報
の
発
令
、
避
難
所
の
開
設
を
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
近
年
、
局
地
的

な
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
が
全
国
各
地
で

多
発
す
る
中
、
避
難
情
報
の
発
令
及
び

避
難
所
の
開
設
を
め
ぐ
る
自
治
体
の
判

断
が
益
々
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

３
回
の
避
難
所
開
設
に
至
っ
た

が
、
住
民
の
避
難
所
へ
の
避
難
行

動
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

避
難
者
数
の
多
少
を
も
っ
て
単
純

に
判
断
で
き
な
い
が
、
他
自
治
体

問答

▼災害時、中山間の夜は暗く移動が困難 問答

問答

重村 法弘
議員
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本
市
の
水
産
業
は

再
興
で
き
る
の
か

魚
礁
の
設
置
や
藻
場
の
保
全
、
磯

焼
け
対
策
及
び
種
苗
放
流
事
業
に

つ
い
て
問
う
。

市
内
８
カ
所
に
キ
ジ
ハ
タ
魚
礁
、

市
内
９
カ
所
に
藻
場
礁
を
設
置
し

て
お
り
、
増
設
を
予
定
し
て
い
る
。
漁

協
４
支
店
で
は
藻
場
の
保
全
、
磯
焼
け

対
策
と
し
て
、
食
害
生
物
の
ム
ラ
サ
キ

ウ
ニ
や
ガ
ン
ガ
ゼ
ウ
ニ
の
駆
除
活
動
及

び
母
藻
を
設
置
し
て
い
る
。
種
苗
放
流

に
つ
い
て
は
、
キ
ジ
ハ
タ
や
ア
ワ
ビ
を

中
心
に
継
続
実
施
し
て
い
く
。

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
枠
増
加
及
び

定
置
網
漁
の
混
獲
回
避
の
た
め
の

放
流
作
業
に
対
す
る
支
援
額
の
増
額
、

申
請
作
業
の
簡
素
化
等
の
、
国
や
県
へ

の
働
き
か
け
の
進
展
に
つ
い
て
問
う
。

「
山
口
県
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
資

源
管
理
協
議
会
」
に
対
し
て
、
漁

獲
枠
増
加
及
び
放
流
助
成
事
業
の
手
続

き
簡
素
化
等
に
つ
い
て
、
水
産
庁
へ
要

山
陰
自
動
車
道
三
隅
・
長
門
間

建
設
の
市
の
役
割
は

国
の
事
業
で
は
あ
る
が
、
早
期
建

設
に
向
け
て
地
元
自
治
体
で
あ
る

長
門
市
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
の
市
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

山
陰
自
動
車
道
の
一
部
と
な
る
三

隅
・ 

長
門
間
、
延
長
約
10
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
自
動
車
専
用
道
路
の
新
規

事
業
化
が
令
和
５
年
４
月
に
決
定
さ
れ

た
。
市
と
し
て
も
、
地
元
関
係
者
の
窓

口
と
し
て
協
力
を
行
う
と
と
も
に
、
計

画
ル
ー
ト
上
、
影
響
の
恐
れ
が
あ
る
農

道
、
林
道
等
の
長
門
市
関
連
施
設
に
係

る
協
議
と
調
整
、
地
元
説
明
会
、
測
量

調
査
時
の
日
程
調
整
等
を
行
い
、
国
、

県
と
市
が
連
携
し
て
円
滑
な
事
業
進
捗

が
図
れ
る
よ
う
地
元
関
係
者
と
の
連
絡

調
整
役
を
担
っ
て
い
く
。

市
街
地
寄
り
の
ル
ー
ト
と
な
っ
た

こ
と
で
、
長
門
・
俵
山
間
に
比
べ

る
と
家
屋
の
立
ち
退
き
が
多
く
な
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
対
応
を
伺
う
。
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一般質問

今
後
、
測
量
や
調
査
、
道
路
設
計

が
進
捗
す
る
に
つ
れ
、
詳
細
な
用

地
や
家
屋
の
買
収
の
範
囲
が
判
明
す
る
。

国
に
お
い
て
は
移
転
が
必
要
と
な
る
家

屋
等
の
所
有
者
に
対
し
、
丁
寧
な
説
明

で
理
解
を
得
れ
ら
る
よ
う
に
話
し
合
い

を
重
ね
、
契
約
の
締
結
、
登
記
の
手
続

き
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
市
も
移
転
候

補
地
を
提
案
す
る
な
ど
、
事
業
推
進
が

図
ら
れ
る
よ
う
国
に
協
力
し
て
い
く
。

用
地
補
償
交
渉
に
お
い
て
、
残
地

補
償
の
問
題
に
対
す
る
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

残
地
の
形
状
等
に
よ
り
、
従
前
と

比
較
し
て
利
用
価
値
の
低
下
等
が

認
め
ら
れ
れ
ば
、
残
地
補
償
の
対
象
と

し
て
、
国
が
金
銭
的
な
補
償
を
行
う
予

定
と
伺
っ
て
い
る
。

問

問

答

望
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

こ
れ
か
ら
の
水
産
業
再
興
に
向
け

た
施
策
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

資
源
管
理
事
業
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
安
定
し
た
漁
獲
量
が
期
待

で
き
る
定
置
網
漁
業
の
推
進
、
民
間
事

業
者
と
連
携
し
た
新
た
な
養
殖
事
業
の

展
開
、
既
存
の
養
殖
事
業
の
規
模
拡
大

等
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漁
獲
量

の
拡
大
に
向
け
た
抜
本
的
な
水
産
振
興

策
等
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
生
産
量
・
生
産
力
の
維
持
・

増
進
及
び
担
い
手
確
保
に
係
る
取
り
組

み
に
よ
り
、
長
門
市
水
産
業
振
興
計
画

の
基
本
理
念
で
あ
る
「
次
代
の
担
い
手

が
誇
り
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
水
産
の

ま
ち
・
な
が
と
」
の
再
興
に
向
け
、
邁

進
し
た
い
。

問答

答 問

答

▼仙崎地方卸売市場初競りの様子

問

答▼俵山・豊田道路第１トンネル工事の様子

問答
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が
、保
育
の
方
法
や
費
用
の
内
容
が
様
々

で
あ
る
た
め
、
金
銭
的
な
支
援
の
制
度

化
に
つ
い
て
は
慎
重
に
考
え
る
。

現
在
、
小
学
生
の
４
人
に
３
人
が

習
い
事
を
し
て
い
る
。
習
い
事
は

子
ど
も
の
可
能
性
を
広
げ
、
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
す

べ
て
の
家
庭
が
等
し
く
習
い
事
に
通
え

る
状
況
で
は
な
い
。
市
と
し
て
習
い
事

へ
の
支
援
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
、
考

え
を
尋
ね
る
。

家
庭
環
境
の
差
に
よ
り
子
ど
も
の

将
来
が
左
右
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
市
で
は
、
対

象
者
は
限
ら
れ
る
が
、
学
習
支
援
や
生

き
る
力
を
育
む
取
り
組
み
等
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
は
、
習
い
事
の
経
費
に
対

す
る
補
助
金
は
考
え
て
い
な
い
。

る
事
業
者
や
個
人
の
方
々
と
連
携
し
市

内
の
子
ど
も
食
堂
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
。

奨
学
金
代
理
返
還
制
度
は
、
奨
学

金
返
済
に
悩
む
若
者
の
支
援
や
人

材
不
足
に
悩
む
企
業
の
支
援
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
制
度
で
あ
る
と
考

え
る
。
こ
の
制
度
を
導
入
す
る
企
業
に
、

行
政
が
支
援
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

急
速
な
人
口
減
少
が
進
む
中
、
若

い
世
代
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
、

本
市
に
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
環
境

づ
く
り
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、

実
施
し
て
い
る
医
療
・
福
祉
系
人
材
の

奨
学
金
返
還
補
助
制
度
の
効
果
を
検
証

し
な
が
ら
、
若
い
世
代
の
定
着
に
つ
な

が
る
支
援
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

安
全
で
安
心
な

子
育
て
環
境
の
整
備
は

「
こ
ど
も
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
、

こ
ど
も
家
庭
庁
も
設
置
さ
れ
た
。

子
ど
も
も
親
も
希
望
を
持
っ
て
幸
せ
を

実
感
で
き
る
よ
う
本
市
の
子
育
て
施
策

を
さ
ら
に
進
め
る
時
だ
と
思
う
が
、
見

解
を
問
う
。

子
ど
も
へ
の
投
資
は
、
未
来
へ
の

投
資
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
施
策
に
加
え
、子
育
て
世
代
の
ニ
ー

ズ
や
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
、
子
育

て
世
代
が
安
心
で
き
る
環
境
や
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
、「
子
育
て
世
代
に
選

ば
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
く
。

様
々
な
形
態
の
子
ど
も
食
堂
を
積

極
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
運

営
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

新
規
の
開
設
希
望
者
に
は
、「
山

口
県
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
連
携
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

食
材
の
提
供
や
運
営
に
協
力
い
た
だ
け

問答問答

子
育
て
支
援
施
策
の
今
後
は

子
育
て
中
の
若
い
世
代
の
親
か
ら

は
、
経
済
的
な
支
援
を
望
む
声
を

聞
い
て
い
る
。
若
い
保
護
者
等
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
支
援
と
し
て
、
３

歳
未
満
児
の
保
育
料
無
償
化
制
度
に
つ

い
て
、
考
え
を
尋
ね
る
。

３
歳
未
満
児
の
保
育
料
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
要
望
や
意
見
を
聞
い

て
い
る
。
生
後
早
い
段
階
か
ら
保
育
園

に
預
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
護
者
に

と
っ
て
は
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
家
計
の

一
助
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
・
子
育

て
世
帯
を
切
れ
目
な
く
支
援
す
る

こ
と
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。
３
歳

ま
で
は
自
宅
で
子
ど
も
を
育
て
る
と
い

う
在
宅
育
児
を
選
択
し
た
家
庭
へ
の
支

援
も
３
歳
未
満
児
の
保
育
料
無
償
化
と

セ
ッ
ト
で
検
討
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

在
宅
育
児
を
さ
れ
て
い
る
家
庭
で

も
保
育
の
経
済
的
負
担
は
生
じ
る

答 問

問答

一般質問

▼切れ目のない子育て支援に期待が寄せられている

▼ながとルンルン食堂での料理 問答
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一般質問
視
覚
障
害
者
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を

残
念
な
が
ら
、
現
在
、
長
門
市
内

の
ほ
と
ん
ど
の
横
断
歩
道
は
、
視

覚
障
害
者
の
立
場
に
寄
り
添
っ
た
整
備

が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
視
覚
に
障
害
の
あ

る
人
が
安
全
に
ま
ち
を
歩
け
る
よ
う
に
、

市
は
関
係
機
関
と
密
に
連
携
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
視
覚
障
害
者
が
近
く
に
暮

ら
す
周
辺
の
横
断
歩
道
等
に
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
や
エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
、
音
響

式
信
号
機
等
の
３
つ
の
要
素
を
セ
ッ
ト

で
設
置
し
、
横
断
歩
道
部
の
安
全
対
策

を
警
察
を
含
む
関
係
機
関
に
要
望
し
て

ほ
し
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

国
や
県
、
市
な
ど
道
路
管
理
者
や

交
通
信
号
機
な
ど
を
整
備
す
る
山

口
県
公
安
委
員
会
と
の
連
携
が
必
要
に

な
る
。
市
と
し
て
は
、
必
要
と
し
て
い

る
方
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、障
害
が
あ
っ

て
も
安
全
で
安
心
し
て
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
障
害

者
団
体
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、
警
察
を

含
む
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

指
定
難
病
の
網
膜
色
素
変
性
症
は

網
膜
に
異
常
が
起
こ
り
、
夜
盲
や

視
野
狭
窄
、
視
力
が
低
下
す
る
な
ど
の

進
行
性
の
病
気
で
あ
る
。
暗
所
視
支
援

眼
鏡
は
暗
い
場
所
や
夜
間
の
環
境
下
で

見
え
に
く
い
人
に
、
よ
り
明
る
い
視
界

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
発
さ
れ
、

現
在
、
全
国
で

129
自
治
体
が
日
常
生
活

用
具
の
対
象
に
し
て
い
る
。
本
市
で
も

対
象
に
追
加
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

暗
所
視
支
援
眼
鏡
を
日
常
生
活
用

具
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
視
覚

障
害
者
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

極
め
て
特
殊
な
眼
鏡
で
あ
る
た
め
、
専

門
機
関
等
と
の
調
整
な
ど
準
備
期
間
が

必
要
で
あ
る
が
、
日
常
生
活
用
具
の
対

象
品
目
の
追
加
に
向
け
て
、
施
策
の
制

度
設
計
の
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

問答

問答▼横断歩道上に設置されているエスコートゾーン

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
メ

デ
ィ
ア
戦
略
、
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ラ

バ
ン
等
を
通
じ
て
周
知
を
図
り
、
収
益

に
つ
な
が
る
よ
う
支
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

外
部
有
識
者
か
ら
「
完
全
な
露
出

不
足
で
あ
り
、
一
気
に
金
を
か
け

優
先
順
位
を
変
え
る
べ
き
」
と
の
指
摘

を
受
け
た
が
見
解
は
ど
う
か
。

関
係
者
と
情
報
を
共
有
し
、
よ
り

露
出
を
増
や
し
て
い
く
た
め
の
効

果
的
な
取
り
組
み
の
検
討
や
観
光
デ
ー

タ
分
析
を
活
用
し
、
地
域
を
絞
っ
て
の

宣
伝
活
動
や
情
報
発
信
を
集
中
的
に
進

め
て
い
る
。
本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
と
も
連
携
し
た
知
名
度
向

上
の
取
り
組
み
を
強
化
さ
せ
、
観
光
客

誘
致
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

「
長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
の
進
捗
を
問
う

計
画
策
定
か
ら
７
年
、
施
設
整
備

完
了
か
ら
３
年
半
が
経
過
し
た

が
、
目
標
に
対
す
る
進
捗
は
ど
う
か
。

達
成
目
標
と
し
て
「
人
気
温
泉
地

ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
け
る
順
位
を
全

国
10
位
以
内
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
」

を
掲
げ
て
い
る
が
、
本
年
は
50
位
で
あ

り
ま
だ
ま
だ
目
標
に
達
し
て
い
な
い
。

一
方
で
、
外
部
有
識
者
か
ら
は
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
非
常
に
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。

目
標
到
達
に
は
10
年
程
度
の
期
間

を
要
す
る
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
に
10
年
と
は
令
和
何
年
か
。

ハ
ー
ド
の
整
備
完
了
か
ら
起
算

し
、令
和
12
年
頃
と
考
え
て
い
る
。

コ
ア
事
業
（
恩
湯
）
が
し
っ
か
り

収
益
事
業
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

重
要
だ
が
、
行
政
の
関
わ
り
と
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答 問

問

答 問

答▼温泉街の再生に向け重要となるコア事業
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図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

生
活
に
寄
り
添
っ
た

市
道
の
管
理
を

市
道
は
、
歩
行
者
が
安
心
し
て
通

行
で
き
、
日
常
生
活
や
産
業
を
支

え
る
重
要
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
が
、
市
民

が
安
心
し
て
通
れ
る
「
生
活
の
道
」
を

市
が
提
供
で
き
て
い
な
い
事
実
が
あ
る
。

こ
の
事
案
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

す
べ
て
の
要
望
に
早
急
に
対
応
す

る
こ
と
は
現
状
困
難
で
あ
り
、
緊

急
性
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、

工
事
の
内
容
、
施
工
方
法
等
を
工
夫
し
、

１
カ
所
で
も
多
く
の
要
望
に
応
え
て
い

く
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

過
去
に
類
を
見
な
い部活

動
改
革

地
域
移
行
の
理
由
と
移
行
開
始
時

期
に
つ
い
て
問
う
。

生
徒
数
減
少
に
よ
る
市
内
で
の
種

目
選
択
の
機
会
格
差
を
解
消
す
る

た
め
で
あ
る
。
令
和
７
年
度
か
ら
の
移

行
は
年
度
始
め
に
限
ら
ず
、
積
み
上
げ

て
き
た
チ
ー
ム
等
で
の
活
動
を
尊
重
し
、

区
切
り
と
な
る
大
会
後
と
す
る
な
ど
、

生
徒
や
保
護
者
、
学
校
な
ど
に
混
乱
が

生
じ
な
い
よ
う
慎
重
に
決
定
し
て
い
く
。

早
急
に
長
門
市
史
編
さ
ん
準
備
を

長
門
市
史
編
さ
ん
に
対
す
る
教
育

長
の
見
解
を
問
う
。

市
史
は
郷
土
の
長
い
歴
史
を
記
録

し
た
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
歴
史

を
振
り
返
る
こ
と
で
新
た
な
知
識
や
見

解
を
見
出
し
、
自
分
の
も
の
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

長
門
市
教
育
大
綱
の
観
点
か
ら
も
市

民
共
有
の
財
産
と
し
て
市
史
の
継
承
を
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業
務
の
効
率
化
や
職
員
の
負
担
軽

減
が
期
待
で
き
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
。
本
年
７
月
か
ら
全
職
員
を

対
象
に
試
行
を
始
め
た
。
今
後
は
こ
の

試
行
結
果
を
元
に
安
全
性
や
有
効
性
な

ど
を
検
証
し
た
上
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
本
格
導
入
し
た
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
24
時
間

365

日
、
問
合
せ
や
手
続
き
が
可
能
と

な
る
「
ス
マ
ホ
市
役
所
」
と
は
何
か
。

市
公
式
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

に
友
だ
ち
登
録
す
る
こ
と
で
、
行

政
情
報
や
防
災
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情

報
を
取
得
で
き
る
ほ
か
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
て
各
種
行
政
手
続
き

も
簡
単
に
で
き
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
は
本
年
11
月
に
公
開
し
、順
次
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｘ
こ
そ
地
域
活
性
化
の
重
要
手
段

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
社
会
全
体
に
広
く
浸
透
さ

せ
て
人
々
の
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
へ

と
変
革
さ
せ
る
こ
と
を
指
す
も
の
だ
が
、

本
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
本
市
に
お
い
て
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組

み
を
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
本
年

４
月
デ
ジ
タ
ル
推
進
の
担
当
部
署
を
こ

れ
ま
で
の
室
か
ら
課
に
昇
格
さ
せ
、
推

進
体
制
の
強
化
を
図
り
、
長
門
市
Ｄ
Ｘ

推
進
方
針
を
策
定
し
「
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
」
と
「
し
ご
と
・
く
ら
し
の
デ
ジ

タ
ル
化
」
の
２
つ
を
柱
に
諸
施
策
を
展

開
し
て
い
る
。
将
来
に
わ
た
り
市
民
が

幸
福
感
を
実
感
で
き
る
ま
ち
に
し
て
い

く
た
め
、
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
を
強
力
に

推
進
し
て
い
く
。

生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
一
種
で
あ

る
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
庁
内
活
用

の
現
状
は
。

問答問

答

答 問

問答

問答

一般質問

▼油谷角山の棚田、DX で救うには

▼利用者の少ない市道の状況

問答

 H
A

Y
A

K
A

W
A

 A
Y

A
N

O

早川 文乃
議員

 M
A

T
S

U
O

K
A

 H
ID

E
K

I松岡 秀樹
議員
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■第２回臨時会議決結果
議案番号 件　　　　名 結果

1 令和５年度長門市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

第２回
臨時会

　本年６月 29 日から７月 10 日にかけて断続的に
停滞した梅雨前線により被災し不通となっている
ＪＲ美祢線について、山陽側や山陽新幹線とのア
クセス改善に向け、新山口駅と本市を結ぶ直行バ
スを増便するために必要な運行経費を計上し、市
民及び観光客の移動手段の確保を図るものです。

 ８月から３月末までの８カ月間に増便する 
 ２往復４便に係る運行経費であり、人件費、

燃料費、車両維持費等を１カ月当たり 100 万円と
見込み、合計 800 万円としている。

 議決後すぐに事業者と随意契約を行い、運輸
 支局の手続きを行うこととなるが、１週間

程度の期間を要するため、盆前の運行開始を見込
んでいる。

問

新山口駅直行バス運行事業
９００万円

答

　８月２日（水）、第２回臨時会を開きました。一般会計補正予算（第６号）は、本年６月 29 日から７月
10 日にかけての梅雨前線豪雨により被災した公共土木施設や農地農業用施設の復旧のため、早急に予算措置
が必要となった経費について所要の補正を行うものです。補正総額 7,246 万 3,000 円を追加し、補正後の
予算総額を 216 億 1,581 万 1,000 円とするものであり、原案のとおり可決しました。
　審査の状況について主なものは以下のとおりです。

問

答
▼被災した日置地区の農地の状況

▼新山口駅と本市を結ぶ直行バス

　本年６月 29 日から７月 10 日にかけて断続的
に停滞した梅雨前線により被災した農業用施設等
について、復旧に向け緊急に必要な経費を計上す
るものです。

 今回の災害に関連して、今後の受益者負担
 のあり方について尋ねる。
 内容等を勘案しながら、要綱の範囲内で、そ 
 れぞれの災害復旧における負担について判

断していきたい。

問

現年農地農業用施設災害復旧事業
３，２５５万円

答

　本年６月 29 日から７月 10 日にかけて断続的
に停滞した梅雨前線による災害の復旧対応に多額
の予備費を充用したことから、予備費を追加計上
するものです。

 この度の災害対応に当たっての充用額及び
 今後の災害への備えを考慮し、今回の充用

額と同程度の額を計上することとした。

問

予備費
２，０００万円

答

災害に対応するため
早期の予算措置を

 バス運行委託料の積算根拠について尋ねる。

 運行開始時期の詳細について尋ねる。

 補正額の根拠について尋ねる。
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所管事務
調査

テーマ 文教厚生委員会公教育のあり方について
　平成 29・30・31 年改訂学習指導要領では「何を学ぶか」
だけでなく「どのように学ぶか」を重視した授業を行う
ことが求められることとなりました。また、市内団体か
ら不登校児童生徒に対する多様な学習機会の確保に関す
る請願書が提出され、教育に関する問題について市民か
らの関心が高まっています。文教厚生委員会は、このよ
うな背景から、子どもたちにとって望ましい教育環境の
整備を目指し調査及び研究を行っています。

内 容

　

７
月
11
日
（
火
）
に
、
学
校

法
人
き
の
く
に
子
ど
も
の
村
学

園
の
「
北
九
州
子
ど
も
の
村
小
・

中
学
校
」
を
訪
問
し
、
現
地
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

北
九
州
子
ど
も
の
村
小
・
中
学

校
は
、「
学
校
は
楽
し
く
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
笑
顔
と
歓
声
は
成

長
の
し
る
し
で
あ
る
」
と
信
じ
る

教
師
や
親
が
つ
く
っ
た
学
校
で

す
。「
大
人
が
す
べ
て
を
決
め
る

学
校
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
選
ん

だ
り
決
め
た
り
す
る
学
校
へ
」、

「
教
科
書
の
記
憶
が
中
心
の
学
校

か
ら
、
具
体
的
な
仕
事
に
取
り

組
ん
で
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
身
に

つ
け
る
学
校
へ
」
と
の
基
本
方
針

に
沿
っ
て
、
柔
軟
な
発
想
と
大
胆

な
工
夫
に
よ
り
学
校
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
体
験
学
習
を
中
心

と
し
た
授
業
が
行
わ
れ
、
学
年
、

年
齢
関
係
な
く
、
子
ど
も
た
ち
自

ら
が
授
業
を
選
ん
で
参
加
し
て

い
ま
す
。「
自
分
の
こ
と
は
自
分

で
決
め
る
。
皆
の
こ
と
は
皆
で

決
め
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
週
１

回
全
校
集
会
を
開
催
し
、
と
に

か
く
話
し
合
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

宿
題
が
な
い
、
テ
ス
ト
が
な
い
な

ど
も
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

現
在
の
公
教
育
は
、
自
由
な
発

想
に
基
づ
い
た
教
育
改
革
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
視

察
を
参
考
に
、
子
ど
も
の
た
め
の

教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査

及
び
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

７
月
25
日
（
火
）
に
、
か
え

る
の
が
っ
こ
う
、
む
か
つ
く
パ
ー

ク
で
現
地
視
察
を
行
っ
た
の
ち
、

中
出
明
日
香
さ
ん(

子
ど
も
の
未

来
を
語
る
会 

代
表)

、
堀
之
内

健
さ
ん(

か
え
る
村 

村
長)

と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
未
来
を
語
る
会
」

は
学
校
や
教
育
に
つ
い
て
本
音

で
語
り
た
い
大
人
た
ち
が
つ

く
っ
た
会
で
す
。
子
ど
も
一
人
一

人
の
特
性
に
合
わ
せ
た
教
育
を

つ
く
る
視
点
の
重
要
性
や
、
不
登

校
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
支
援
、

公
民
連
携
で
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
等
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

か
え
る
の
が
っ
こ
う(

フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル)

で
は
、
体
験
学
習
を

中
心
に
、
自
由
な
行
動
を
尊
重
し

た
学
び
を
行
っ
て
い
ま
す
。
時
間

割
や
授
業
等
は
な
く
、
誰
か
に
評

価
さ
れ
た
り
、
他
の
人
の
都
合
で

競
争
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

環
境
で
安
心
し
て
学
べ
る
よ
う

工
夫
し
て
い
ま
す
。
意
見
交
換
で

は
、
多
様
な
教
育
の
場
の
必
要
性

や
経
済
的
な
支
援
等
に
つ
い
て

問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

市
内
団
体
等
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催

た
の
し
い
か
ら
学
校

た
の
し
く
な
け
れ
ば
、
学
校
じ
ゃ
な
い

▼意見交換会の様子 ▼むかつくパークにて ▼かえるのがっこうにて

▼体験プロジェクトの授業風景 ▼授業風景
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　８月４日、第 24 回山口県市議会議員研修会（山
口県市議会議長会主催・会長＝香川昌則下関市議
会議長）がオンラインで開催されました。
　オンライン研修会では、河村和徳東北大学大学
院情報科学研究科准教授を講師に迎えて「議員の
なり手不足と地方議会改革」をテーマに講演が行
われました。近年、住民に身近であるべき地方議
会議員選挙における投票率の低下はもとより、無
投票当選が増加する傾向となっており、小規模市
町村では、無投票当選とともに、選挙における定

数割れが生じるなど、議員のなり手不足の問題が
深刻なものになっています。
　河村講師は、「『なり手不足を解消するために立
候補コストの低減や生活補助をしましょう』とい
う安易な話ではなく、やはり議員のあり方があっ
て、そのあり方に基づいてなり手不足の議論をし
ないと結局、対症療法的な話になってくる」と述
べています。
　講演内容は示唆に富み、得るところも多く、今
後の議会活動に活かしていきたいと思います。

　長門市議会の議員互助会（南野信郎会長＝議長）
は８月１日、土山希美枝法政大学法学部教授を講
師に迎えて、令和５年度の議員研修会を開催しま
した。
　研修会の第１部は「議会や議員の在り方を考え
る―長門市議会が目指す方向性―」というテーマ
で講演が行われました。土山講師は、議員報酬や
定数は問題の本質ではなく、「議員の活動が見え

ないとすれば、どう可視化していけばいいのか」
と提起し、他市議会の事例を交えながら「議会報
告会の内容を工夫するなど、積極的に市民との対
話の場を設けるべき」と強調しました。　
　議員報酬については「議員の定数とそれと同数
の行政の上位職員の給与と同額が目安」とし、議
員定数は「委員会の数を踏まえて、議員数を考え
るべきではないか」との見解を示しました。その
後、講演の内容を踏まえ議員間でグループ討議が
行われました。
　第２部では「議会と議員で一般質問を生かす―
一般質問の論点を磨く―」というテーマで講演が
行われ、土山講師は、一般質問には監査機能と政
策提案機能があり、課題の現場を特定することや
現場で聴くことの重要性を説き、「議員の質問力
は総合的な政策形成力であり、その活動と知見の
集約である一般質問を議会の政策資源として活か
す必要がある」と力説しました。

 議 会 や 議 員 の 役 割 と は

 オ ン ラ イ ン で 各 市 議 会 を 結 ぶ

～ 長 門 市 議 会 議 員 研 修 会 ～

～ 山 口 県 市 議 会 議 員 研 修 会 ～
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市民と議員が語る議会報告会

まちかどトーク
令和５年度

　　　　　自治会（深川地区）

・個人情報保護により地区住民の情報
を提供してもらえないため福祉活動
等に影響している。

・萩の親子の遊び場「あそぼー舎」を
参考に子どもが遊べる場所を。

・高齢者のことより若い人が住み続け
たくなる「まち」になってほしい。

・三ノ瀬地区の水道整備をしてほしい。

5/26新開町自治会（仙崎地区）

・空き家周辺の清掃が負担になる。
・市有地の管理をしっかりしてほしい。
・側溝の溝蓋の修繕や、設置がないと

ころの対応をしてほしい。
・所有者が遠方に住んでいる空き家へ

の対応を考えてほしい。
・空き家の家具の処理やリノベーショ

ンに係る補助を手厚くしてほしい。

6/4

上川西 2 区自治会（深川地区）

・只の浜の海岸清掃を増やしてほしい。
・スポーツ公園にベンチや木陰をつく

り憩える場所がほしい。
・路線バスの最終便が 15 時であるため

17 時くらいにしてほしい。
・農業法人も高齢化で存続が厳しい。
・不登校、発達障害等含め福祉関係を

きめ細かく支援してほしい。

6/22正明市 4 区自治会（深川地区）

・市役所前の道路は夜も人が歩くが暗
いため明るくしてほしい。

・手入れのされない花壇が放置されて
いてみっともない。

・赤崎山の舞台の老朽化が激しい。祭
りに必要な電源も以前はあったがな
くて不便だ。

・殿台～坂水の市道が通れない。

6/28

小島自治会（三隅地区）

・高潮時の車両通行が困難である。
・漁協前の道路のセンターラインが薄

いため対応してほしい。
・道路に伸びる木が車に当たって危険。
・海への不法投棄がある。
・家族葬が多くなっており、近所でも

亡くなった人が分かりにくい。
・サルによる被害に困っている。

6/7大日比自治会（仙崎地区）

・デマンド交通について、島には病院
も買い物をする場所もないのに、青
海大橋を渡るだけで料金が倍になる
のは見直して欲しい。

・免許返納したらタクシー料金を半額
にするなどはできないか。

・マグロの養殖について住民への説明
会がない。

6/17

門前・湯本
・三ノ瀬
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向山自治会（三隅地区）

・ 土 砂 の 対 応 な ど は 非 常 に ス ピ ー
ディーに行ってもらえている。

・野波瀬から来る車のスピードが速す
ぎて危険を感じる。

・三隅駅をもっと利活用できないか。
・来客から見えるデスクで職員が飲食

しているが、人目につかないところ
で休憩をとったほうが良いと思う。

8/17幸町自治会（仙崎地区）

・仙崎みすゞ通りを逆走しないように
道路標識などで徹底してほしい。

・働く世代が妊娠や出産、育児または
介護を理由として退職し、再び就業
可能となった際に復職できる再雇用
の環境整備が必要ではないか。

・65 歳以上の高齢者が半数以上になり
地域の行事等への参加が困難だ。

8/21

鳥越 1 区自治会（仙崎地区）

・センザキッチンが地元に愛され、利
用しやすい施設になってほしい。

・子どもの登下校の道にもっと防犯カ
メラをつけてほしい。

・県道などの雑草や街路樹、花壇など
を綺麗に保ってほしい。

・子どもを対象に長門市政や議会活動
の話をする場を設けてはどうか。

9/7上蔵小田自治会（油谷地区）

・集会所前の道に 3 基程度でも防犯灯
を設置してほしい。

・猪が掛淵川の堤防の内側の竹藪に隠
れていると思うので伐採してほしい。

・敬老会で景品を配るお金を河川管理
や子育て支援に使ってほしい。

・医療の地域格差を感じる。命が助か
る可能性が低くなっている。

9/17

貝川自治会（油谷地区）

・市道や農道の草刈りと道に垂れ下
がっている木々を切ってほしい。

・伊上海岸のゴミ清掃をお願いしたい。
・買い物弱者対策をしてほしい。
・農業後継者の育成をお願いしたい。
・新しく建設する油谷支所の複合施設

待合室に冷蔵用コインロッカーを設
置してほしい。

8/22湯町自治会（俵山地区）

・長門市の保育や教育は、押し付けで
画一的な教育だと感じる。子どもを
尊重した教育になっていない。

・在宅医療、介護の質の向上が必要。
・高齢者への自立支援が足りない。
・自分たちで地域の課題解決をしなが

ら安定した収入を得られる仕組みが
必要。

9/1

　令和５年度の議会報告会は６グループに分かれ各自治会において開催
しています。５月から６月にかけて５月発行の「議会だより３月定例会号」
の内容に沿って６会場で報告会を行い、８月から９月にかけて８月発行
の「議会だより６月定例会号」の内容に沿って６会場で報告会を行いま
した 。寄せられたご意見、ご要望、 ご提案の一部を紹介いたします。い
ただいた声は今後の議会活動の参考にさせていただきます。

市内
12 会場で
開催しました
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みなさまからいただいたご意見は・・・
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▼夏の暑さの中では冬の寒さを
忘れ、冬の寒さの中では夏の暑
さを忘れ、11 月は夏も冬も忘れ
師走を目前に日々に追われます

▼ フロイト曰く「人は不快な記
憶を忘れることによって防衛す
る」 ▼現実は不穏なニュースに
囲まれて己の生活を守るのに必
死で大切なことまで忘れてしま

委 員 長　　ひ さ な が 信 也
副委員長　　田 中 千 秋
委　　員　　林 　 哲 也
　 　 　 　 綾 城 美 佳
　 　 　 　 田 村 大 治 郎
　 　 　 　 米 弥 又 由

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／広報広聴常任委員会

柳谷　哲二 さん（68 歳）
三隅上地区在住　（会社員）

いそうです ▼ しかし、私たち議
員は耳にした市民の痛みの声を
決して忘れてはいけないと思っ
ています。その思いが議案への
質疑や意見・要望になるのだと
信じています ▼議会広報機能が
市民と議員を繋ぎ市政を動かす
力になるように今後も編集に関
わりたいと思います。（田中）

編集後記

表紙の説明

まちの声 長門市議会に関してインタビューを行いました

Ｑ議会だよりは読んでいますか。
Ａ 毎回読んでいます。
Ｑ 議員定数や議員報酬についてどう思われますか。
Ａ 定数は妥当だと思う。報酬については、民間レベルでお

願いしたい。
Ｑ 市民の声が市政に活かされていると思いますか。
Ａ まったく思わない。
Ｑ 議会や議員に望むことがあればお聞かせください。
Ａ 私は「滝坂神楽舞保存会」の会長をしているので、市に

対して伝統文化を守るための支援をお願いしてきたが、
一向に動きがない。市民の代表である議員の方に無形文
化財の現状認識を持ってもらい長門市の文化と伝統を守
るために尽力して欲しい。地域の問題解決については、
以前「議会報告会」で要望した道路の補修など早い対応
で良かった。

　滝坂神楽舞は、県指定の無形民
俗文化財であり、1764 年（明和
１年）の黄幡社建立当時に、３
年間続く大飢饉と牛馬の疫病を
免れようと、厄払いの祈願のた
め神楽を奉納したのが始まりと
されています。現在、滝坂神楽
舞保存会により保存・伝承され
ており、毎年 11 月２日の午後８
時から舞が行われています。
　表紙の写真は、手力男（たじ
からお）の舞です。

ご案内

←長門市議会
　フェイスブック
　ＱＲコード

←長門市議会
　インスタグラム
　ＱＲコード


